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№２８０１ 第３６例会 ２０２５．４．１０ 晴 
 

点 鐘：神子 恒 会長 

進 行：栗原典子 ＳＡＡ 

ソング：我等の生業 

 

会長挨拶 

神子 恒 会長 

 

皆様今日は、今週は、如何お過ごしでしょうか？

明るく楽しい希望に満ちた一週間をお過ごしになら

れたことと存じます。 

私は、田の水留はもちろんな事、母校、天羽高

校入学式に出席、若々しい新入生諸君の、清々し

い姿に、久し振りに、わが身に一つ気合が入った様

な気分に成り、母校歌を声を上げて歌いました、歌

っている内に、１６～１８歳の頃、色々と多くの事が

浮かび、思い出しましたあの頃を。 

実は、十年ほど前から母校の祭式の際に、およ

び戴いて参加しているのですが、その都度母校歌

を聴かせて戴き、「いつか私も一緒に歌いたい」、

心に思う事十年、今期入学者に対し、校歌紹介の

場面で、私も一緒、流れる曲と共に、一番から三番

迄、危うい歌詞の処は、歌詞掲示板を少し盗み見

て、私なりに、何とか歌うことが出来ました、歌いな

がら、高校生時代の思い出が大きく胸に広がり、歌

って良かった、嬉しく楽しい気持ちの若返りを、感じ

ることが出来、最と早く勇気を出して、歌って良かっ

た、などと思う事しきり。 

しかしながら悲しいかな、年を経て行動する事に、

臆病になり、変な歪みの現れ行動に、遠慮・羞恥・

歳齢が先走り、声が喉から口に出てこず、歌おうと

しても歌へ無いこと十年、今年こそはと念願かない、

勇気を奮い声を出しました、「何とか成る、歌える、

此のまま続ける、続けよう、歌い終わりました」。母校

卒業後５９年、７７歳にして念願かない。校歌を歌い

終わりました・・・。 

この話には、後物語が有りまして、同席していた

同輩から、「貴方は、歌っていましたね、母校歌詞

は良いですね、私も次には、歌いたいです」とのこ

と、「いいえ曲もよいですよ」 

次には是非御一緒に歌いましょうと心の中で叫

ぶ私でした。 

 

 



 

  

幹事報告 

渡辺哲夫 副幹事 

 

珍しく幹事報告は一切ありませんでした。 

 

委員会報告 

『子供食堂について』 

津田 望 社会奉仕担当部長 

 

１，子ども食堂の活動報告 

いつも子ども食堂「はらぺこキッチン」へのご理解

ご協力をありがとうございます。先日は７周年のお

祝いを、相川ふっつんちゃんをお迎えして無事に

終わることができました。新年度のプレゼントも補助

金から差し上げられました。当日は榎本ガバナー

補佐がお手伝いに来てくださいました。ありがとうご

ざいました。 

 

２，ＨＰ基金のご報告 

ＨＰ基金も毎回ご協力を本当にありがとうござい

ます。３月の合計は、３０．５４８円でした。これまで

の合計は２０４．３７２円になります。基金の用途は、

冷凍庫設置の場所代・電気などで２０．２５７円のお

支払いをしました。ただ今冷凍庫は主催者の関係

者宅に設置されています。これからもご協力をよろ

しくお願いいたします。 

『羊の毛刈りパーティ」のお知らせ』 

                津田 望 会員 

 今年も４月２６日（土）１０：００～１４：００、のぞみ牧

場学園（木更津市馬来田）にて「羊の毛刈りパーテ

ィ」（雨天決行）が行われます。学園の羊４頭の内の

２頭の羊、午前と午後に分けて皆様の前で毛刈りが

行われます。（あとの２頭は、時間の関係で厩舎内

で行われます） 

当日はフリマやキッチンカー、テントショップなど

が出店したり、子ども達が音楽に合わせてダンスを

するなどのプログラムがあります。神子会員のお知

り合いの方で、スピードドローイングで皆様の前で

短時間で絵を描くパフォーマンスの方がいらしてく

ださいます。また私も、Ｗｉｎｄ Ａｑｕａという吹奏アン

サンブルで演奏いたします。是非いらしてください。 

 

会員報告 

『戦後７０年史』 

三枝一雄 会員 

  

「戦後７０年を迎えて」の、拙稿は第７回目を迎え、

これが最終回となります。 

１９４５年８月１５日、当時１３歳の少年が終戦の玉

音放送を聞いてから、８０年の歳月が過ぎてしまい

ました。戦後７０年を迎えるに当たり、思うところあっ

て満州事変から執筆した小編は、戦後日本が独立

を果たしたところまで、奇しくも戦後８０年目にして

擱筆することになりました。千葉県医師会誌に月に

一度の連続掲載にはじまり、第７４回より自費出版

を重ね通算１１４回、齢９２歳となった筆者は駑馬に

鞭打って最終稿を書き終えました。 

今回はサンフランシスコにおける講和会議を中

心に、条約発効までを綴りました。 



 

  

最後に戦中・戦後をまとめた私見を述べさせて頂い

て締めくくりと致しました。 

振り返ってみると、満州事変並びに満州帝国成立、

支那事変勃発、南京事件、大東亜戦争への道、大

東亜会議、さらには東京裁判等に紙面が多く費や

されています。 

これらはいずれも戦中・戦後、一般に秘せられた事

実が近年公開された資料によって明らかにされた

重要なところです。真実を知ることによって、偏らな

い公平な歴史観を持つことが大切だと気づきました。

昭和１００年、戦後８０年を迎えて、マスコミはじめ政

府もまた総理大臣談話をどうするか等で様々な意

見が出る事かと思います。どうか諸先生方におかれ

ましては、異なる歴史観に基づいた意見に左右さ

れることなく、これからの日本の次を担う青少年に、

この激動の昭和時代を正しく公平な視点からお伝

え頂ければ有難いと思います。それについて拙著

が少しでもお役に立てればこれに増した喜びはあり

ません。 

最後に皆様には連続掲載中より、ご愛読下さり

時にご叱正を賜わりました各位に改めて御礼申し

上げます。 

戦後７０年を迎えて（その続編）第７回発行にあたり

て（その１１０～その１１４）前書きより 

 

月刊誌『ロータリーの友』発刊の由来 

若鍋武良 会員 

 

『ロータリーの友』の発刊の由来を調べてみまし

た。１９５２年（昭和２７年）４月、日本地区（世界の第

６０地区）の大会が開催され、翌年度（１９５２～５３

年度）７月から、日本の地区は、東日本と西日本の

２つの地区に分割されることになりました。その大会

で、分割されてからも緊密に連絡を取り合い、情報

を共有するための機関紙として、２地区共通の雑誌

『ロータリーの友』が発行されることが決定されまし

た。翌年の１９５３年１月号の『ロータリーの友』が、

創刊号です。今から７２年前のことです。 

創刊号は富士山の表紙です。この表紙、１月号

から６月号まで、江戸時代の浮世絵師葛飾北斎の

「富岳３６景」中の「凱風快晴」が表紙として使われ

ました。 

また、ロータリーソング「手に手つないで」は。この

時、２地区に分かれる際、“手に手をつないで行こう”

と、誓いあった時に生まれ、歌われました。 （『ロー

タリーこぼれ話』より抜粋） 

 

会員卓話 

『もう一つの仕事について』 

白石幸久 会員 

 

自分自身が社会の一員として、それに関わり、そ

れによって育てられたものに次のものがあります。

先ず２０代は農事組合、祭りの若い衆、読書会のグ

ループ、３０代は消防団員、青少年相談員、４０代

以降はＰＴＡ、ロータリー、保護司にかかわってきま

した。 

今日は保護司活動についてお話させて頂きます。 

 

⒈ 保護司制度の意義 

犯罪をした者の改善及び更生を助け、犯罪予防

の活動を助長し、もって、社会を保護し、個人及び

公共の福祉を増進することを目的とし、この目的を

達成するために、国民はその地位と能力に応じ、そ

れぞれ応分の寄与をするように努めなければなら

ないと定めています。 



 

  

⒉ 保護司の使命 

 保護司は社会奉仕の精神をもって、犯罪をした者

の改善及び更生を助けるとともに、犯罪の予防のた

め世論の啓発に努め、もって地域社会の浄化を図

り、個人及び公共の福祉に寄与することを、使命と

しています。（保護司法第一条） 

 

⒊ 保護観察の種類と期間 

（１）１号観察  （２）２号観察  

（３） ３号観察  （４）４号観察 

（５） ５号観察 

＊ 上記観察については配布したレジメに記

載し会報への掲載は省略します。 

 

⒋ 環境調整の目的と意義 

 犯罪・非行をした者の更生を援助し、その社会復

帰を図る上で、環境は非常に重要な意味を持ちま

す。帰住先の環境次第では、せっかくの矯正教育

も活かされず、再犯・再非行に至るおそれが大きい

からです。その更生のための環境を整備すること、

つまり環境調整は、本人の社会復帰を円滑にする

上で重要な意味を持ちます。 

したがって、本人が矯正施設に収容されている間、

家族その他の引受人と協議等を行って引受人の家

族、近隣、交友関係、被害弁償、仮釈放後の生計

の見込み等を調査するとともに、問題点の解消を図

ることで、その更生のための環境を整備すること、

つまり環境調整は、本人の社会復帰を円滑にする

上で重要な意味を持ちます。 

 

⒌ 保護観察事件の流れ 

⒍ 生活環境調整報告書 

⒎ 生活の記録（生活状況報告書） 

⒏ 保護観察報告書 

５～８は図解配布資料を参照してください。 

 必要な方は再度レジメをお渡しします。 

 

 

 

 

ニコニコＢＯＸ 

津田 望 親睦担当部員 

神子 恒 白石さん卓話有難う。 

椎熊さん、白魚ご馳走様でした。 

榎本守男   〃 

山下 厚   〃 

栗原典子   〃 

新橋悠実瑛  〃 

飯島由美   〃 

志波生朗   〃 

渡辺哲夫   〃 

津田 望   〃 腹ペコキッチン無事 7 周年 

相川恵津子  〃 

須藤 隆  三枝会員から戦後 70 年を迎えて

の誌を頂いて 

三枝一雄  白魚のいのちあはれし喉通る 

白石幸久  卓話を聞いて頂いて。 

＊若鍋武良 ロータリーの友表紙絵に入選して 

 

＊＞１，０００円   計 １５，０００円 

 

 

出席報告 

 飯島由美 出席担当部員 

 

 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率

今 回 38/36 25 １１ 2 69.22%

前 回 38/3６ 2６ １０ １ 72.22%

前々回 38/３７ 2８ ９ ０ 75.67%

   


